
　
2
0
2
3
年
、
53
年
ぶ
り
に
本
社
屋
が

建
て
替
え
ら
れ
た
米
子
市
の
総
合
建
設
業

《
美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
》。
J
R
米
子

駅
近
く
に
あ
る
5
階
建
て
の
新
社
屋
は
、

山
陰
本
線
と
伯
備
線
の
線
路
沿
い
に
建
ち
、

車
窓
に
向
け
た
「
よ
う
こ
そ 

よ
な
ご
へ
!

」

の
壁
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
人
々
を
出
迎
え

る
。
そ
れ
は
「
夢
、
ま
ち
、
人
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
た
同
社
の
「
率
先
し
て
地
域
を

盛
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
意
思
表
示
だ
。

創
業
は
1
9
5
8
年
。
駐
留
米
軍
の
建
設

機
械
の
払
い
下
げ
を
受
け
て
、
初
代
社

長
・
仁
宮
次
夫
氏
が
前
身
と
な
る
《
美
保

土
建
機
械
企
業
》
を
設
立
し
た
の
が
始
ま

《
ラ
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
事
業
部
》、
戸
建
て
住

宅
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
が
け
る
《
総
合
建

築
部
》
の
5
部
門
を
事
業
の
柱
と
す
る
。

さ
ら
に
自
社
で《
設
計
部
》を
有
し
、
2
0

1
8
年
に
は
《
Bビ

ム
I

M
戦
略
部
》
を
新
設

し
た
。「
B
I

M
は
建
設
の
仕
事
そ
の
も

の
を
変
え
る
革
新
的
な
も
の
。
従
来
の
2

次
元
の
図
面
を
3
次
元
モ
デ
ル
に
置
き
換

え
て
情
報
を
可
視
化
し
、
コ
ス
ト
や
工
期

の
削
減
を
可
能
に
し
ま
す
」
と
語
る
の
は

野
津
健
市
代
表
取
締
役
社
長
。
同
社
は
約

20
年
前
に
B
I

M
を
導
入
し
、
こ
の
分
野

で
は
業
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
。「
新

社
屋
は
計
画
か
ら
設
計
、
施
工
に
至
る
ま

で
自
社
で
行
い
、
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
に

B
I

M
を
最
大
限
活
か
し
た《
Fフ

ル

u
l
l -  

Bビ

ム
I

M
》
に
初
め
て
挑
戦
し
ま
し
た
」
と

技
術
面
で
可
能
な
限
り
の
挑
戦
を
行
っ
た
。

り
だ
。
そ
の
後
、
県
の
土
木
工
事
な
ど
で

信
頼
と
実
績
を
積
み
上
げ
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
に
も
進
出
し
（
現
・
株
式
会

社
エ
ス
ジ
ー
ズ
）、
山
陰
地
方
で
初
め
て

国
の
事
業
を
担
う
こ
と
を
実
現
し
た
。
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
事
業
を
展
開
し
、

現
在
、
グ
ル
ー
プ
企
業
は
建
設
関
連
企
業

以
外
に
I
T
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
も

連
な
り
、
12
社
あ
る
。
社
員
数
は
自
社
だ

け
で
約
2
2
0
名
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は

6
5
0
名
に
及
ぶ
。

　
現
在
、
同
社
は
、
道
路
や
橋
な
ど
の
社

会
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る

《
土
木
部
》、
公
共
施
設
・
医
療
福
祉
施

設
・
商
業
店
舗
な
ど
を
建
て
る《
建
築
部
》、

地
盤
改
良
を
手
が
け
る
《
ベ
ー
ス
テ
ッ
ク

事
業
部
》、
道
路
の
舗
装
や
維
持
業
務
を

行
う
ほ
か
災
害
時
の
復
旧
活
動
を
担
う

どっしりとした構えの新社屋のデザインコンセプト
は「質実剛健」。創業以来培われてきた、一つ一つの仕
事に真摯に向き合う企業風土にも通じるものがある

3階の応接室の設計は熊本大学と設計部が連携。
壁面のオブジェは弓ヶ浜の波と大山の稜線をイメージ
している 5階のリフレッシュルームは広島工業大学
と設計部が連携してデザインした 3階の受付ホー
ルの造形は熊本大学との連携。木材は県産材を使用し
ている BIMツールで作成された新社屋の3次元モ
デル。誰が見てもわかりやすく、各部署での情報共有が
スムーズだ 野津健市代表取締役社長。新社屋建設
では、すべての工程を自社で行うことにこだわり、最大
限の技術的なチャレンジを行った
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　53年ぶりの本社屋建て替えで、設計のリーダー

を務めた北野さん。「長年在籍された方たちの思い

や、ゼネコンという歴史を理解すると、華美なデザ

インではなく、真面目で地域に根を張った印象のデ

ザインになりました」と語る。社員たちが新社屋に

かける期待は大きく、企画段階では膨大なリクエス

トが集まった。「社員は全員プロですから、プロが

集まって知恵を出し合えば良いものができることは

わかっています。しかし全部を採用することはでき

ません。意見を否定せず、いかに落としどころをつ

けるのか、取捨選択を迫られました」と苦労を振り

返る。

　過去に複数の案件でB
ビ ム
IMを設計に活用してきた

が、今回、新しい試みとして、空調などの設備、資

材メーカーが設計段階から関わった。「これにより、

着工前に施工時の設備の納まりも考慮した設計がで

き、“手戻り”と呼ばれるやり直し作業を減らすこと

ができました」と生産性の向上を実感する。「最新

技術を使った業務は大変な部分も多かったですが、

大きなやりがいを得ることができました」とプロジェ

クトを経て一回り大きく成長した。

　5年前からBIM戦略部にも所属する松本さんは、

新社屋の施工では現場責任者を務めた。美保テク

ノスでは、設計でBIMを活用した実績はあるが、意

匠、設計、構造、施工とすべてにBIMを投入した

F
フ ル
ull－B

ビ ム
IMは初めての挑戦。松本さんは「やり切る

自信はありました」と振り返る。「従来の平面の施

工図は、ベテランの技術者なら簡単に頭の中で立

体図を描けますが、若手にとっては難しい作業。

BIMの利点は、誰もが同じ立体の完成図を想像で

きること」と語る。

とはいえ、初めての経験に苦労することも多かった。

「資材メーカーの方たちと協力して、3Dモデルを作

成しましたが、計算式が人によって異なるなど課題

もありました。わかりやすい反面、複雑な過程もあ

りましたが、やってみなければわからなかったこと。

施工でも実用可能だとわかりました」と収穫したも

のは大きい。特に、手戻りに関しては「平面図では

気づけないような部分が3Dでは気づけた」とコスト

や生産性の向上に貢献。「課題はありますが、何よ

りわかりやすい。施工BIMは今後業界でも主流にな

ります」と新しいツールの可能性に期待する。

　本社屋建て替えプロジェクトには、多くの若手社

員が参加した。八田さんもその一人。広島工業大

学と連携した5階のリフレッシュルームの設計に携わ

り、学生たちのデザインの実用化に向けて、合同

講評会や打ち合わせを重ねた。「学生さんにとって

は初の実案件ですから、材料コストや加工、納期な

どの想定が難しい部分があり、軌道修正する必要が

ありました」と振り返る。一方、八田さんが得たも

のも大きく、「学生さんたちの、わからないからこ

その自由な意見や発想は、初心を思い出し刺激に

なりました」とほほ笑む。

　もともと、人と話すことが好きな性格で、社内で

はランチタイムを利用して他部署の人と積極的にコ

ミュニケーションを図っている。「普段はパソコンに

向かう時間が長いので、社内はもちろん、社外の

人と関わる機会を大切にしています」と話し、就職

相談会やSDGs学習など地域の学生と交流する機会

にも楽しみながら参加。その他にも地域のボラン

ティア活動に積極的に参加して、世代や業種を越え

たさまざまな人と交流を持つ。「美保テクノスの社

員としてより多くの人と関わることで、建設業界の

新しいイメージを発信できれば」と目標を持つ。

設計部 設計士
八田 真緒さん（24）
2019年入社（6年目）

設計部 設計士
北野 哲也さん（37）
2018年入社（7年目）

建築部 建築施工管理
松本 貴史さん（36）
2010年入社（15年目）

歴史や社員の思いを汲み、最新技術で設計に挑戦

大学生と互いに刺激し合った新社屋プロジェクト

施工にBIMを活用する初めての挑戦！

定
を
締
結
。
電
気
と
ガ
ス
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
熱
源
供
給
や
防
災
ト
イ
レ
な
ど
を
備
え
、

災
害
時
に
は
地
域
の
避
難
拠
点
施
設
に
な

る
。
野
津
社
長
は
「
B
I

M
活
用
が
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
建
物
を
建
て
る

た
め
の
手
段
や
道
具
が
B
I

M
。
今
回
わ

か
っ
た
長
所
や
課
題
を
次
に
活
か
し
た

い
」
と
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
同
社
の
最
先
端
の
取
り
組
み
に
、
若
い

優
秀
な
人
材
も
引
き
寄
せ
ら
れ
、
県
外
か

ら
応
募
も
あ
る
。「
最
新
の
技
術
で
面
白

い
仕
事
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
ほ
し
い
し
、

そ
れ
が
で
き
る
会
社
。
デ
ジ
タ
ル
で
は
日

本
最
先
端
の
自
負
が
あ
り
ま
す
」
と
力
強

い
。「
地
元
の
建
設
会
社
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
元
気
の
た
め
に
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
会
社
と
し
て
挑
戦
を
続
け

て
い
き
ま
す
」。
新
社
屋
を
拠
点
に
、
美

保
テ
ク
ノ
ス
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
る
。

　
新
社
屋
に
は
Fフ

ル

u
l
l -

Bビ

ム
I

M
を
は
じ

め
、多
く
の
挑
戦
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

B
I

M
研
究
で
つ
な
が
り
の
あ
る
熊
本
大

学
と
広
島
工
業
大
学
と
連
携
し
、
一
部
の

デ
ザ
イ
ン
を
学
生
た
ち
が
手
が
け
、
地
元

建
材
会
社
《
ミ
ヨ
シ
産
業
》
の
協
力
の
も

と
、
最
新
機
材
を
用
い
B
I

M
な
ら
で
は

の
複
雑
な
曲
線
を
含
む
県
産
材
の
造
形
を

完
成
さ
せ
た
。

　
さ
ら
に
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
幅
に

抑
え
た
Zゼ

ブ
E
B
化
を
目
指
し
、
設
計
段
階

か
ら
《
ダ
イ
キ
ン
工
業
》
と
連
携
し
年
間

の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
50
%
以
下

に
削
減
。
環
境
省
の
Z
E
B
基
準
を
満
た

す《
Zゼ

ブ
E
B-

rレ

デ

ィ

e
a
d
y
》
認
証
は
新
築

の
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
は
鳥
取
県
第
一
号
だ
。

ま
た
、
地
域
貢
献
で
は
米
子
市
と
災
害
協
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新社屋建設の大学との連携では、合同講評会を開いて学生たちがデザインのプレゼンを行い、貴重な経験とな
った 米子を訪れる人を出迎える「ようこそ よなごへ！」の文字 吹き抜けで開放感のあるエントランス 5階
のリフレッシュルームは、お昼時は昼食を楽しむ人で賑わう 1階の多目的ホールは全社員を収容できる広さ。会
議などに使用される。普段はランチルームとして利用され、災害時には避難場所として開放される

美保テクノス 株式会社

採用担当者からあなたへ

事業内容

業務部
大江 玲奈さん

土木工事の施工、地盤改良工事の調査・設計・ 
施工、建築工事の設計・施工、住宅及びリフォー
ムの設計・施工 など

美保テクノス 株式会社

毎年新卒、I・Uターンの中途
の方を数多く採用していま
す。大企業と比べて、弊社の
ような社員数が200名ほど
の企業だからこそ、出来るこ
とがたくさんあり、新しいこ
とにチャレンジができる環
境が整っています。私たちと
建設業界の価値を高めてい
く仲間を心よりお待ちして
います！

公式サイトは
こちら

Instagramは
こちら

Facebookは
こちら

0859-33-9211

recruit@miho.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

創　業　昭和33（1958）年7月30日
代表者　代表取締役社長　野津 健市
社員数　220名（男184名　女36名）
本　社　鳥取県米子市昭和町25
電　話　0859-33-9211

米子市、松江市、境港市
西伯郡、愛媛県

採用エリア（勤務地） 

B
I
M
を
活
用
し
て

Z
E
B
な
ど
を
実
現

211 210


